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臨時議会・人事

〇
実
施
時
期
（
宿
泊
期
間
）

令
和
８
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で

〇
金
額　

�
５
千
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
や
来

訪
者
に
対
し
、
宿
泊
料
金
の
割

引
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
家
計

負
担
の
軽
減
と
旅
行
需
要
の
創

出
を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
観

光
事
業
者
の
経
営
継
続
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

　
桜
や
紅
葉
、
マ
ガ
ン

の
飛
来
の
時
期
も
あ
る

た
め
、
４
月
や
10
月
ま
で
期
間

を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
観
光
客
が
少
な
い
時

期
の
利
用
促
進
を
目
的

と
し
て
お
り
、
繁
忙
期
で
あ
る

10
月
な
ど
は
対
象
外
と
し
、
５

月
か
ら
９
月
に
設
定
し
て
い
る
。

　
予
定
期
間
内
に
利
用

が
伸
び
ず
、
予
算
が
残

っ
た
場
合
は
延
長
す
る
の
か
。

　
短
期
間
で
効
果
を
出

す
事
業
だ
が
、
予
算
に

達
し
な
い
場
合
は
期
間
延
長
も

検
討
す
る
。

〇
実
施
時
期

令
和
８
年
２
月
か
ら
10
月
ま
で

〇
金
額　

�

５
千
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
市
内
事
業

者
に
対
し
、
販
路
開
拓
や
生
産

性
向
上
な
ど
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
経
営
改
善
と
事
業
拡
大

を
図
る
。

　
申
請
は
先
着
順
で
、

予
算
に
達
し
た
ら
終
了

す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
審
査
し
、

売
上
高
営
業
利
益
率
の
悪
化
状

況
な
ど
を
優
先
し
て
選
ぶ
の
か
。

　
申
請
は
受
け
付
け
た

順
に
審
査
し
、
内
容
が

適
正
で
あ
れ
ば
順
次
交
付
す
る
。

優
先
順
位
を
付
け
て
選
考
す
る

予
定
は
な
い
。

〇
工
事
・
設
備
導
入
期
間

令
和
８
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で

〇
金
額　

�

２
５
０
０
万
円

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

市
内
観
光
事
業
者
に
対
し
、
観

光
Ｄ
Ｘ
、
省
エ
ネ
設
備
導
入
を

支
援
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
る
。　

物
価
高
騰
は
新
規
開

業
者
に
も
影
響
し
て
い

る
た
め
、
開
業
間
も
な
い
事
業

者
も
対
象
に
含
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
本
事
業
は
過
年
度
と

の
利
益
率
を
比
較
し
て

審
査
す
る
た
め
、
新
規
開
業
者

は
対
象
外
と
な
る
。
な
お
、
新

規
開
業
者
に
つ
い
て
は
別
の
支

援
制
度
（
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
）
で
対
応
し

て
い
る
。

問問

問

問

答答

答

答

宿
泊
促
進
支
援
事
業

中
小
企
業
等
経
営

継
続
・
成
長
支
援

経
営
力
強
化
・
省
エ
ネ

設
備
等
導
入
支
援

物
価
高
騰
に
伴
う

　
　
　
　
経
済
支
援
策
を
可
決

会議時臨
　
令
和
８
年
１
月
23
日
に
物
価
高
騰
に
伴
う
支
援
策
を
審
議
す
る
臨
時
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
経
済
支
援
策
に
対
す
る
補
正
予
算
（
３
億
３
４
２
０
万
円
）
を
原
案

の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
　
　

千ち　

葉ば　

睦む
つ　

子こ　

氏

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　

只た
だ　

見み　

直な
お　

美み　

氏

■
固
定
資
産
評
価
審
査

　

委
員
会
委
員
の
選
任

　
　
　

佐さ

々さ

木き　

ま
ち
よ　

氏

　
　
　

芳は　

賀が　

徳の
り　

彦ひ
こ　

氏

　
　
　

菅す
が　

原わ
ら　

茂し
げ　

樹き　

氏

■
人
権
擁
護
委
員

　

候
補
者
の
推
薦

　
　
　

千ち　

田だ　

祐ゆ
う　

子こ　

氏

　
　
　

髙た
か　

橋は
し　

　
　

康こ
う　

氏

　
　
　

古ふ
る　

山や
ま　

明あ
き　

宏ひ
ろ　

氏

人
事
案
件
に

同
意
し
ま
し
た
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検証

議会基本条例の目的が達成されているかどうか、 議会基本条例検証

特別委員会を設置し、 検証を行いました。

議会基本条例を検証
市民に開かれた議会へ

　条例施行以来、市民から信頼される開かれた議会を目指し、議会改革に取り組んできました。令和６年

３月に設置した議会のあり方調査特別委員会では、議員の定数や報酬、ハラスメントのほか、条例検証の

あり方についても調査を行いました。令和７年第２回定例議会で、検証主体を明確に規定する条例改正を

行い、これに基づき委員会を設置し検証しました。

　今回の検証は、令和５年度・６年度の２カ年

の取り組みについて評価・検証を行いました。

会派ごとの検証を基に、委員会で取り組み実績

や評価の意見交換を行い、今後の取り組みにつ

いて検討しました。これは条例への理解を深め、

議会運営の課題を把握するうえで大きな意義が

ありました。

　検証結果は、Ａ評価（十分できている）４項目、

Ｂ評価（概ねできている）２５項目、Ｃ評価（不

十分である）３項目、Ｄ評価（できていない）

１項目となりました。

　目的が十分達成できていないＣ・Ｄ評価の項

目については、改善に向けて取り組んでいきます。

　「議会の役割」や「議員の活動の基本となるルール」を定め、平成 23 年 12 月 20 日から施行されています。

「市民の福祉の向上」と「公正で民主的な市政の発展」を目指し、持続的で豊かなまちづくりを実現するた

めの議会の最高規範です。

　議会の運営方法や議員の責務、市民との関わり方などを明確にし、情報公開や説明責任を果たすことで、

「市民に開かれた議会の実現」を目的としています。

　議員同士の活発な議論を通じて「政策提案」や「課題解決」を図り、「市民の声を市政に的確に反映させ

る役割」も担っています。

検証に至るまでの経緯

検証結果 検証の経過

議会基本条例とは

年 月 日 協 議 内 容 など

R7. 6.24 正副委員長の互選

R7.10.15 検証の進め方・達成状況の検証

R7.11.14
条例の検証

R7.11.26

R8. 1.19
議員全員協議会において検証案に係

る意見聴取・協議

R8. 1.30 報告書案の検討

R8. 2. 6
議員全員協議会において報告書案の

協議・決定

R8. 3.16 所管する委員会へ振り分け

検証結果の詳細

条文ごとの検証結果はＨＰで

公開しています。ＱＲコード

からご覧ください。


